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第
だい

1期
き

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

（医 療
いりょう

） 

 

Ⅰ．はじめに 

 

 本チーム
ほ ん ち ー む

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条 約
じょうやく

を我
わ

が国
くに

が批 准
ひじゅん

するにあ

たり、 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の非自発的
ひじはつてき

な 入 院
にゅういん

や 身 体
しんたい

拘 束
こうそく

が、「 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

」、「医 療
いりょう

観 察 法
かんさつほう

」等
とう

で法 的
ほうてき

に規定
きてい

されていること等
とう

が、人 権
じんけん

保護上
ほごじょう

問 題
もんだい

があるのでは、という視点
してん

に立
た

ち、障 害 者
しょうがいしゃ

の医 療
いりょう

に関 連
かんれん

す

る現 行 法
げんこうほう

体 系
たいけい

を廃止
はいし

または抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

し、諸 法
しょほう

の法
ほう

改 正
かいせい

、制度
せいど

構 築
こうちく

、財 政
ざいせい

措置
そ ち

の実施
じっし

が法 的
ほうてき

に担
たん

保
ほ

されるべく、検 討
けんとう

を行
おこな

った。 

 

１ 第
だい

1期
き

（H22.10～12月
がつ

）における検 討
けんとう

事項
じこう

 

テーマ
て ー ま

：障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の考
かんが

え方
かた

を踏
ふ

まえながら、医 療
いりょう

につい

て、特
とく

に精 神
せいしん

医 療
いりょう

を中 心
ちゅうしん

に検 討
けんとう

した。 

 

(1) 議論
ぎろん

に当
あ

たっては、以下
い か

を前 提
ぜんてい

とした。 

 ・ 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の考
かんが

え方
かた

 

・ 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

の第一次
だいいちじ

意見
いけん

及
およ

びこれを踏
ふ

まえた

閣議
かくぎ

決 定
けってい

 

 ・ 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の改
かい

正
せい

に向
む

けた推 進
すいしん

会議
かいぎ

での議論
ぎろん

 

 ・ 総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

での議論
ぎろん

 

 

（2）医 療
いりょう

・合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

では、医 療
いりょう

に関
かん

して、推 進
すいしん

会議
かいぎ

および

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

で、今後
こんご

、以下
い か

のことを検 討
けんとう

するうえで活 用
かつよう

される

論 点
ろんてん

整理
せいり

を行
おこな

っていく。 

 ・ 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

 

 ・ 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の制 定
せいてい

 

 ・ 個別
こべつ

分野
ぶんや

の制度
せいど

改 正
かいせい
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Ⅱ．医 療
いりょう

・合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

における結 論
けつろん

 

   

１ 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

に関 連
かんれん

して 

 

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に盛
も

り込
こ

むべき内 容
ないよう

として、以下
い か

の事項
じこう

が確 認
かくにん

した。 

 

(1) いわゆる「社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

」を解 消
かいしょう

し、自立
じりつ

（自律
じりつ

）した生 活
せいかつ

及
およ

び

地域
ちいき

社 会
しゃかい

への包 摂
ほうせつ

のための施策
せさく

の根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けること。 

「保護
ほ ご

と収 容
しゅうよう

」を優 先
ゆうせん

するこれまでの我
わ

が国
くに

の障 害 者
しょうがいしゃ

施策
せさく

の結果
けっか

生
う

まれた「社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

」を解 消
かいしょう

するためには、閉鎖
へいさ

され

た空 間
くうかん

から自立
じりつ

（自律
じりつ

）した生 活
せいかつ

への移行
いこう

をサポート
さ ぽ ー と

し、地域
ちいき

社 会
しゃかい

へ 包 摂
ほうせつ

するための施策
せさく

を 展 開
てんかい

することが 必 要
ひつよう

である。

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

において、このような施策
せさく

の根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けるべきである。また、現時点
げんじてん

で確保
かくほ

されている 精 神
せいしん

病 床
びょうしょう

の

削 減
さくげん

を前 提
ぜんてい

とした必 要
ひつよう

最 小 限
さいしょうげん

の病 床
びょうしょう

確保
かくほ

に向
む

けた、国
くに

の責務
せきむ

としての施策
せさく

の実施
じっし

の根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けるべきである。 

(2) 医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

に係
かかわ

る同意
どうい

を含
ふく

む「保護者
ほご しゃ

制度
せいど

」を解 消
かいしょう

するため

の根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けること。 

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

し、本 人
ほんにん

の自己
じ こ

決 定 権
けっていけん

を尊 重
そんちょう

するととも

に家族
かぞく

の負担
ふたん

を軽 減
けいげん

するためには、医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

に係
かかわ

る同意
どうい

を

含
ふく

む「保護者
ほご しゃ

制度
せいど

」について、これを抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

し、例
たと

えば、

司法
しほう

機関
きかん

や地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

等
とう

の 公 的
こうてき

機関
きかん

が 責 任
せきにん

を負
お

う制度
せいど

に

改
あらた

めることが必 要
ひつよう

である。障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に、このような趣旨
しゅし

と

そのための施策
せさく

の根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けるべきである。 

 (3) 強 制 的
きょうせいてき

な 入 院
にゅういん

は 人 権
じんけん

保護
ほ ご

の 点
てん

から 原 則
げんそく

として 認
みと

められない

ことを 確 認
かくにん

し、 人 権
じんけん

制 約
せいやく

が 行
おこな

われ る 場合
ばあい

には、その実施
じっし

が
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例 外 的
れいがいてき

に 最 大 限
さいだいげん

の 人 権
じんけん

の保護
ほ ご

を確保
かくほ

した 上
うえ

での 適 正
てきせい

手 続
てつづき

を

保 障
ほしょう

する規定
きてい

を設
もう

けること。 

精神科
せいしんか

病 院
びょういん

への入 院
にゅういん

や施設
しせつ

への入 所
にゅうしょ

は、本 人
ほんにん

の自由
じゆう

な意思
い し

に基
もと

づいて行
おこな

われることが原 則
げんそく

であるべきではないか、これは、

「自己
じ こ

決 定 権
けっていけん

」という最
もっと

も重 要
じゅうよう

な基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の一
ひと

つである。

したがって、強 制 的
きょうせいてき

な入 院
にゅういん

は、原 則
げんそく

として禁止
きんし

し、やむを得
え

ず

措置
そ ち

入 院
にゅういん

が行
おこな

われるような場合
ばあい

においては、この基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の

手 続 的
てつづきてき

な 保 障
ほしょう

としての 障 害
しょうがい

のない 人
ひと

との 平 等
びょうどう

を基礎
き そ

とした

実 効 性
じっこうせい

のある「適 正
てきせい

手 続
てつづき

」が履行
りこう

されなければならない。例
たと

え

ば、司法
しほう

、行 政
ぎょうせい

等
とう

の第 三 者
だいさんしゃ

が当 該
とうがい

措置
そ ち

を人 権
じんけん

配 慮
はいりょ

の点
てん

から

責 任
せきにん

もって実施
じっし

する 等
とう

の 本 人
ほんにん

の権利
けんり

擁護
ようご

のための仕組
し く

みが

必 要
ひつよう

であり、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に、障 害 者
しょうがいしゃ

の自己
じ こ

決 定 権
けっていけん

の理念
りねん

と、

適 正
てきせい

手 続
てつづき

保 障
ほしょう

の根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けるべきである。また、

このために 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

、 医 療
いりょう

観 察 法
かんさつほう

等
とう

関 連 法
かんれんほう

体 系
たいけい

の

抜 本 的
ばっぽんてき

な見直
みなお

しを 国
くに

の責務
せきむ

として実施
じっし

する 根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を

設
もう

けるべきである。 

(4) 精 神
せいしん

医 療
いりょう

の質
しつ

の向 上
こうじょう

に努
つと

めることの根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

ける

こと。 

精 神
せいしん

医 療
いりょう

の 提 供
ていきょう

に 当
あ

た っ て は 、 一 般
いっぱん

医 療
いりょう

と 同 様
どうよう

、

インフォームド
い ん ふ ぉ ー む ど

・コンセント
こ ん せ ん と

を得
え

るという原 則
げんそく

を徹 底
てってい

するととも

に、身 体
しんたい

拘 束
こうそく

や閉鎖
へいさ

空 間
くうかん

での処 遇
しょぐう

等
とう

の行 動
こうどう

制 限
せいげん

を極 小 化
きょくしょうか

する

べきである。このためには、非自発的
ひじはつてき

入 院
にゅういん

を削 減
さくげん

していくこと、

入 院
にゅういん

ニーズ
に ー ず

を 十 分
じゅうぶん

に精査
せいさ

したうえで 必 要
ひつよう

最 低 限
さいていげん

かつ 適 正
てきせい

な

病 床 数
びょうしょうすう

まで精 神
せいしん

病 床
びょうしょう

を削 減
さくげん

し、その上
うえ

で、必 要
ひつよう

最 小 限
さいしょうげん

の病 床
びょうしょう

に対
たい

して、行 動
こうどう

制 限
せいげん

の極 小 化
きょくしょうか

に見合
み あ

った人 員
じんいん

配置
はいち

を行
おこな

い、精 神
せいしん

医 療
いりょう

に充
あ

てる人 員
じんいん

の標 準
ひょうじゅん

を一 般
いっぱん

医 療
いりょう

より少
すく

なく設 定
せってい

している

現 行
げんこう

の基 準
きじゅん

を改
あらた

めることが必 要
ひつよう

である。また、病 床
びょうしょう

削 減
さくげん

に伴
ともな

い、

往 診
おうしん

・外 来
がいらい

受 診
じゅしん

を含
ふく

む医 療
いりょう

体 制
たいせい

の強 化
きょうか

と福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の強 化
きょうか
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による地域
ちいき

生 活
せいかつ

の支援
しえん

体 制
たいせい

を強 化
きょうか

すべきである。さらに、急 性 期
きゅうせいき

等
とう

の精 神
せいしん

医 療
いりょう

に携
たずさ

わる医師
い し

、看護師
かん ごし

、コメディカル
こ め で ぃ か る

等
とう

の仕事
しごと

の質
しつ

を確保
かくほ

するための指針
ししん

の整備
せいび

等
とう

とともに、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

において、

このような施策
せさく

の根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けるべきである。 

こうした施策
せさく

を 国
くに

の責務
せきむ

として実施
じっし

すべく、 法 的
ほうてき

、制度的
せいどてき

、

財 政 的
ざいせいてき

な措置
そ ち

を国
くに

が実施
じっし

する根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けるべきであ

る。 

(5) 一 般
いっぱん

医 療
いりょう

における 問 題 点
もんだいてん

の 解 消
かいしょう

に 努
つと

めることの 根 拠
こんきょ

となる

規定
きてい

を設
もう

けること 

一 般
いっぱん

医 療
いりょう

においても 適 正
てきせい

手続
てつづ

きの 保 障
ほしょう

がない 状 況
じょうきょう

で 行 動
こうどう

制 限
せいげん

が行
おこな

われている 状 況
じょうきょう

があり、 医 療
いりょう

提 供
ていきょう

に当
あ

たっての 人 権
じんけん

確保
かくほ

の必 要 性
ひつようせい

は精 神
せいしん

医 療
いりょう

にとどまらない。 

また、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が身 体
しんたい

合 併 症
がっぺいしょう

治 療
ちりょう

のために一 般
いっぱん

医 療
いりょう

を受
う

ける必 要
ひつよう

が生
しょう

じてもその円 滑
えんかつ

な提 供
ていきょう

がなされないことがあり、こ

うした事態
じたい

の 改 善
かいぜん

が 必 要
ひつよう

である。 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

なしに

必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

が自
みずか

らの選 択
せんたく

によって受
う

けられることは、精 神
せいしん

医 療
いりょう

の範囲
はんい

にとどまらず不可欠
ふか けつ

なことである。障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

において、

このような問 題 点
もんだいてん

を解 消
かいしょう

する施策
せさく

の根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けるべ

きである。 

 

＊  上 記
じょうき

の 論 点
ろんてん

に 係
かかわ

る 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の 改 正
かいせい

の 検 討
けんとう

は、 同 法
どうほう

の

「障 害 者
しょうがいしゃ

の福祉
ふくし

に関
かん

する基本的
きほんてき

施策
せさく

」の「医 療
いりょう

等
とう

」に関
かん

する部分
ぶぶん

の条 項
じょうこう

改 正
かいせい

のみならず、同 法
どうほう

の「基本
きほん

理念
りねん

」に係
かかわ

る条 項
じょうこう

の改 正
かいせい

をはじめとして同 法
どうほう

の他
ほか

の部分
ぶぶん

に関
かん

する議論
ぎろん

にも、当 然
とうぜん

に及
およ

ぶ

必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 

２-１ 精 神
せいしん

医 療
いりょう

の法
ほう

体 系
たいけい

のあり方
かた

について 
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11/19会 合
かいごう

において、座 長
ざちょう

メモ
め も

（下記
か き

の点 線
てんせん

枠 内
わくない

参 照
さんしょう

）に基
もと

づき

議論
ぎろん

が行
おこな

われたが、精 神
せいしん

医 療
いりょう

の法
ほう

体 系
たいけい

のあり方
かた

については、以下
い か

の 

①、②のように意見
いけん

が分
わ

かれた。 

 

①   精 神
せいしん

医 療
いりょう

は医 療
いりょう

を受
う

ける者
もの

本 人
ほんにん

の自発的
じはつてき

意思
い し

に基
もと

づいて提 供
ていきょう

される（精 神
せいしん

医 療
いりょう

を一 般
いっぱん

医 療
いりょう

と区別
くべつ

しない）ことを法
ほう

体 系
たいけい

の基本
きほん

としたうえで、やむを得
え

ず非自発的
ひじはつてき

入 院
にゅういん

や 行 動
こうどう

制 限
せいげん

が 行
おこな

われる

場合
ばあい

における人 権
じんけん

確保
かくほ

のための適 正
てきせい

な手 続
てつづき

を定
さだ

める法 律
ほうりつ

（適 正
てきせい

手 続 法
てつづきほう

）を設
もう

けるべきという意見
いけん

。 

 

②   精 神
せいしん

医 療
いりょう

に 関
かん

し、さらには 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

を支援
しえん

する保健
ほけん

施策
せさく

も

含
ふく

めて、自発的
じはつてき

意思
い し

に 基
もと

づくことを 原 則
げんそく

とし、非自発的
ひじはつてき

入 院
にゅういん

や

行 動
こうどう

制 限
せいげん

が 行
おこな

われる場合
ばあい

には 人 権
じんけん

確保
かくほ

のための 適 正
てきせい

な 手 続
てつづき

が

必 要
ひつよう

なことは当 然
とうぜん

であるが、法
ほう

体 系
たいけい

としては、精 神
せいしん

医 療
いりょう

に特化
とっか

し

た法 律
ほうりつ

を存置
そんち

させるべきという意見
いけん

。 

 

<第
だい

2回
かい

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（H22.11.19）配布
はいふ

資 料
しりょう

「座 長
ざちょう

」メモ
め も

よ

り> 

 

・ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に必 要
ひつよう

な支援
しえん

は、当 然
とうぜん

ながら医 療
いりょう

に留
と

まら

ず、保健
ほけん

（入 院
にゅういん

とならないよう未然
みぜん

防止
ぼうし

するための支援
しえん

、

退 院
たいいん

直 後
ちょくご

の支援
しえん

等
とう

）と福祉
ふくし

（住 居
じゅうきょ

確保
かくほ

、所 得
しょとく

保 障
ほしょう

、就 労
しゅうろう

支援
しえん

等
とう

）のサービス
さ ー び す

や支援
しえん

が個々
こ こ

の障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

に則
そく

し

て相互
そうご

に 連 携
れんけい

して 提 供
ていきょう

されなければならないのではない

か。 

 ・ 特
とく

に精 神
せいしん

医 療
いりょう

に関
かん

しては、医 療
いりょう

と福祉
ふくし

が混
こん

在
ざい

し制 度 上
せいどじょう

の 問 題
もんだい

を 多
おお

く 含
ふく

んでいる 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

を 人 権 的
じんけんてき

な

視点
してん

も 含
ふく

め 抜 本 的
ばっぽんてき

に 改 正
かいせい

するか、 又
また

は 新 法
しんぽう

の 制 定
せいてい

を

検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

があるのではないか。 
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（※  たとえば、医
い

療 法
りょうほう

等
とう

の 一 般 的
いっぱんてき

な 医 療
いりょう

法 制
ほうせい

、地域
ちいき

保健法
ほけんほう

等
とう

の 保健
ほけん

法 制
ほうせい

、 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

等
とう

の 福祉
ふくし

法 制
ほうせい

に 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に 関
かん

する規定
きてい

を取
と

り込
こ

むことを 法
ほう

体 系
たいけい

の基本
きほん

とし、

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

固有
こゆう

の 事 情
じじょう

に 基
もと

づ く 人 権
じんけん

尊 重
そんちょう

、 非自発的
ひじはつてき

入 院
にゅういん

・隔離
かくり

拘 束
こうそく

の際
さい

に取
と

るべき適 正
てきせい

な手 続
てつづき

、第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

に

よるチェック
ち ぇ っ く

等
とう

の必 要 性
ひつようせい

を満
み

たすために、上 記
じょうき

の新 法
しんぽう

又
また

は

抜 本 改 正
ばっぽんかいせい

した 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

に規定
きてい

を置
お

くこととしてはど

うか。） 

２-２ 精 神
せいしん

病 院
びょういん

における認 知 症
にんちしょう

患 者
かんじゃ

の受
う

け入
い

れについて 

 

精 神
せいしん

病 院
びょういん

における認 知 症
にんちしょう

患 者
かんじゃ

の受
う

け入
い

れについては、以下
い か

の①、

②のように意見
いけん

が分
わ

かれた。 

 

①  社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

の 解 消
かいしょう

によって 削 減
さくげん

した 精 神
せいしん

病 床
びょうしょう

を、 認 知 症
にんちしょう

患 者
かんじゃ

に 転 換
てんかん

することを 認
みと

めるべきではない。そのことによって、

再度
さいど

社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を助 長
じょちょう

する可能性
かのうせい

がある。 

 

③   精神科医
せいしんかい

は、認 知 症
にんちしょう

については、専 門 的
せんもんてき

観 点
かんてん

から対 応
たいおう

すべきで

ある。 認 知 症
にんちしょう

患 者
かんじゃ

に積 極 的
せっきょくてき

に関
かか

わっている 民 間
みんかん

精 神
せいしん

病 院
びょういん

は多
おお

い。従
したが

って、今後
こんご

その対 応
たいおう

について検 討
けんとう

していきたい。 

 

 

３ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

・地域
ちいき

移行
いこう

に関
かん

する議論
ぎろん

の整理
せいり

 

 

【社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

の解 消
かいしょう

】 

 権利
けんり

条 約
じょうやく

の批 准
ひじゅん

に鑑
かんが

み、国
くに

の重 要
じゅうよう

施策
せさく

として、精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

の

削 減
さくげん

と社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

の解 消
かいしょう

に取
と

り組
く

まなければならない。実施
じっし

にあたっては、国
くに

が年次
ねんじ

計 画
けいかく

を示
しめ

すとともに十 分
じゅうぶん

な財 政
ざいせい

措置
そ ち



- 7 - 
 

を講
こう

じ、これを踏
ふ

まえて、都道府県
とどうふけん

がロードマップ
ろ ー ど ま っ ぷ

を作 成
さくせい

し、

精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

センタ
せ ん た

ー・保健所
ほけんじょ

が積 極 的
せっきょくてき

な役 割
やくわり

を果
は

たしつつ

医 療 圏 域
いりょうけんいき

毎
ごと

に計 画 的
けいかくてき

に進
すす

める。 

 これと並 行
へいこう

して、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

に不可欠
ふか けつ

である住 居
じゅうきょ

の確保
かくほ

と生 活
せいかつ

支援
しえん

サービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

を行
おこな

う地域
ちいき

生 活
せいかつ

の基盤
きばん

づく

りを、国
くに

の責 任
せきにん

に基
もと

づき財 政
ざいせい

措置
そ ち

を伴
ともな

って進
すす

める。 

 都道府県
とどうふけん

による入 院
にゅういん

措置
そ ち

がなされた措置
そ ち

入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

については、

所 管
しょかん

保健所
ほけんじょ

が関与
かんよ

して個別
こべつ

に 退 院
たいいん

計 画
けいかく

を立
た

て、可能
かのう

な 限
かぎ

り

早期
そうき

に退 院
たいいん

ができるよう図
はか

るものとする。この際
さい

、相 談
そうだん

支援事
しえ んじ

業 者
ぎょうしゃ

等
とう

と 連 携
れんけい

を取
と

り、退院後
たいいんご

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支援
しえん

するための

体 制
たいせい

を確保
かくほ

することが必 要
ひつよう

。 

 

【退 院
たいいん

する人
ひと

を地域
ちいき

で支
ささ

える地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

システム
し す て む

の構 築
こうちく

】 

 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

により施設外
しせつがい

での 生 活
せいかつ

が 困 難
こんなん

となっている 人
ひと

や、

入 退 院
にゅうたいいん

を頻 繁
ひんぱん

に繰
く

り返
かえ

す人
ひと

は、社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

のための集 中 的
しゅうちゅうてき

な

トレーニング
と れ ー に ん ぐ

を 必 要
ひつよう

としており、 各
かく

個人
こじん

の状 況
じょうきょう

に 応
おう

じた地域
ちいき

移行
いこう

計 画
けいかく

を用意
ようい

しなければならない。多角的
たかくてき

な社 会
しゃかい

適 応
てきおう

訓 練
くんれん

を含
ふく

め、地域
ちいき

移行
いこう

が円 滑
えんかつ

に進
すす

み地域
ちいき

生 活
せいかつ

が維持
い じ

できるよう支援
しえん

体 制
たいせい

を構 築
こうちく

する 必 要
ひつよう

がある。その実施
じっし

に当
あ

たっては、“ 医 療
いりょう

モデル
も で る

”として心 身
しんしん

機能
きのう

の損 傷
そんしょう

への治 療
ちりょう

や訓 練
くんれん

に偏
へん

すること

なく、生 活
せいかつ

の実 態
じったい

に基
もと

づくニーズ
に ー ず

を基礎
き そ

とする“社 会
しゃかい

モデル
も で る

”

に 基
もと

づく 生 活
せいかつ

支援
しえん

ないし「福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

」を 重 視
じゅうし

し、 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

を中 心
ちゅうしん

にして、医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の連 携
れんけい

したシステム
し す て む

を

構 築
こうちく

していくことが必 要
ひつよう

である。 

 相 談
そうだん

対 応
たいおう

を 含
ふく

む 生 活
せいかつ

支援
しえん

を 充 実
じゅうじつ

すること（たとえば、２４

時間
じかん

つながる電話
でんわ

による相 談
そうだん

を含
ふく

む）は、特
とく

に退院後間
たいいんごま

もない

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

については、必 要
ひつよう

不可欠
ふか けつ

である。 

 

【上 記
じょうき

システム
し す て む

を構 築
こうちく

するに当
あ

たり、従 来
じゅうらい

の障 壁
しょうへき

の解 消
かいしょう

が必 要
ひつよう

】 
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○地域
ちいき

移行
いこう

を妨
さまた

げてきた理由
りゆう

 

①   昭 和
しょうわ

63 年
ねん

から施行
せこう

された 精 神
せいしん

保健法
ほけんほう

に 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

社 会
しゃかい

復帰
ふっき

施設
しせつ

が盛
も

り込
こ

まれたが、そのほとんどを 民 間
みんかん

に委
ゆだ

ねた上
うえ

、十 分
じゅうぶん

な

財 政
ざいせい

支 出
ししゅつ

が伴
ともな

わなかったため、地域
ちいき

の受
う

け皿
ざら

として大
おお

きな広
ひろ

がり

を見
み

せていない。例
たと

えば、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

施設
しせつ

（援 護 寮
えんごりょう

）

について見
み

ると、施行後
せこ うご

約
やく

20年
ねん

経過
けいか

した平 成
へいせい

18年度
ねんど

においても 300

か 所
しょ

(4,400 人 分
にんぶん

)の 整備
せいび

に 、 ま た 施行
せこう

後
あと

15 年
ねん

を 経過
けいか

し た 居 住
きょじゅう

サービス
さ ー び す

（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

、ケアホーム
け あ ほ ー む

）利用者
りようしゃ

は 13432人
にん

（平 成
へいせい

21

年
ねん

８月
がつ

）、居 宅
きょたく

介護
かいご

（ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

）サービス
さ ー び す

利用者
りようしゃ

は 23856人
にん

（平 成
へいせい

21年
ねん

８月
がつ

）にとどまる。 

②   地域
ちいき

住 民
じゅうみん

の 反 対
はんたい

運 動
うんどう

等
とう

を 含
ふく

め 国 民
こくみん

の 間
あいだ

に 偏
へん

見
けん

が根強
ねづよ

く 残
のこ

っ

ており、社 会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

が進
すす

まず、退院後
たいいんご

の住
す

まいの確保
かくほ

が困 難
こんなん

な

現 状
げんじょう

がある。 

 

○地域
ちいき

移行
いこう

を推 進
すいしん

し、病 院
びょういん

→地域
ちいき

の道 筋
みちすじ

を作
つく

るには相 当
そうとう

規模
き ぼ

の予算
よさん

が必 要
ひつよう

となり、人 権
じんけん

の視点
してん

から財 源
ざいげん

(基盤
きばん

整備
せいび

)の確保
かくほ

が急 務
きゅうむ

。 

① 地域
ちいき

移行
いこう

のための仕組
し く

みである地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

に 財 政
ざいせい

措置
そ ち

(ハード
は ー ど

整備
せいび

、人 材
じんざい

確保
かくほ

、人 材
じんざい

育 成
いくせい

)を講
こう

じる。 

② 自立
じりつ

訓 練
くんれん

等
とう

の提 供
ていきょう

とともに、安 心
あんしん

して駆
か

け込
こ

み身
み

をおける居場所
いば しょ

としての機能
きのう

も併
あわ

せ持
も

つシェルタ
し ぇ る た

ー（ドロップインセンタ
ど ろ っ ぷ い ん せ ん た

ー）を設
もう

け

る。 

また、地域
ちいき

移行後
いこ うご

の住 居
じゅうきょ

・生 活
せいかつ

の場
ば

の基盤
きばん

整備
せいび

と生 活
せいかつ

費用
ひよう

の確保
かくほ

が必 要
ひつよう

。 

 

【地域
ちいき

移行
いこう

を推 進
すいしん

するには住 居
じゅうきょ

確保
かくほ

は最 重 要
さいじゅうよう

課題
かだい

】 

 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

を余儀
よ ぎ

なくされ、そのために 住 居
じゅうきょ

を 失
うしな

うもしくは

家族
かぞく

と疎遠
そえん

になり、住
す

む場
ば

がない 人
ひと

には、 民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

の

一 定
いってい

割 合
わりあい

を 公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

として借
か

り上
あ

げるなどの仕組
し く

みが 急 務
きゅうむ

である。 
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 グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

も 含
ふく

め、多様
たよう

な 居 住
きょじゅう

サービス
さ ー び す

の 提 供
ていきょう

を、年次
ねんじ

目 標
もくひょう

を提示
ていじ

しながら進
すす

めるべきである。 

 医療費
いりょうひ

扶助
ふじょ

、 住 宅
じゅうたく

扶助
ふじょ

等
とう

の要 件
ようけん

を 緩
かん

和
わ

すれば、不安
ふあん

なく地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

められる。その際
さい

、福祉
ふくし

事務所
じむ しょ

など公 的
こうてき

機関
きかん

は合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

をもって円 滑
えんかつ

に支援
しえん

を行
おこな

うことが重 要
じゅうよう

である。 

 賃 貸
ちんたい

物 件
ぶっけん

の公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

の確 立
かくりつ

と運 用
うんよう

も 重 要
じゅうよう

である。 

 

【地域
ちいき

移行
いこう

に必 要
ひつよう

な生 活
せいかつ

支援
しえん

】 

 入 院
にゅういん

生 活
せいかつ

でパターン化
ぱ た ー ん か

された単 調
たんちょう

な生 活
せいかつ

リズム
り ず む

から、変化
へんか

に

富
と

んだ地域
ちいき

の生 活
せいかつ

に順 応
じゅんのう

するには、地域
ちいき

の中
なか

で相 当
そうとう

の月日
つきひ

を

かけた生 活
せいかつ

支援
しえん

が必 要
ひつよう

となる。 

 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が 調 子
ちょうし

を 崩
くず

したとき、家族
かぞく

との 関 係
かんけい

が一時的
いちじてき

に

悪化
あっか

したとき 等
とう

に、 入 院
にゅういん

を 防
ふせ

ぐあるいは 再 発
さいはつ

予防
よぼう

のための

ドロップインセンタ
ど ろ っ ぷ い ん せ ん た

ーが地域
ちいき

支援
しえん

の拠 点
きょてん

として必 要
ひつよう

である。 

 ドロップインセンタ
ど ろ っ ぷ い ん せ ん た

ーでは必 要
ひつよう

時
じ

にすぐに使
つか

えるレスパイト
れ す ぱ い と

や

ショートステイサービス
し ょ ー と す て い さ ー び す

が用意
ようい

されることが重 要
じゅうよう

である。 

 回 復
かいふく

前期
ぜんき

や 調 子
ちょうし

を 崩
くず

した 時
とき

に気軽
きがる

に利用
りよう

できるさまざまな

居場所
いば しょ

の確保
かくほ

が地域
ちいき

で必 要
ひつよう

である。 

 

【地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

に必 要
ひつよう

な人 材
じんざい

育 成
いくせい

】 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

を促 進
そくしん

するには、人 権
じんけん

擁護
ようご

の重 要 性
じゅうようせい

をよく理解
りかい

した支援者
しえんしゃ

人 材
じんざい

が必 要
ひつよう

不可欠
ふか けつ

であり、 集 中 的
しゅうちゅうてき

な人 材
じんざい

育 成
いくせい

を

行
おこな

うことが急 務
きゅうむ

である。 

 たとえば、経 験
けいけん

が入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

のケア
け あ

に限
かぎ

られている人 材
じんざい

につい

て、期間
きかん

を定
さだ

めて再 教 育
さいきょういく

を行
おこな

い、訪 問
ほうもん

によるケア
け あ

など地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

をになう人 材
じんざい

として活 用
かつよう

することなどが考
かんが

えられる。 

 また、 入 院
にゅういん

をせざるを得
え

ない場合
ばあい

でも、 必 要
ひつよう

最 低 限
さいていげん

の 入 院
にゅういん

治療後
ちりょうご

、早 急
さっきゅう

に退 院
たいいん

させ、地域
ちいき

において医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の連 携
れんけい

に

よる支援
しえん

を講
こう

じていくことが基本
きほん

となることを徹 底
てってい

させる。 
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 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

ならびに地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

において、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

は

重 要
じゅうよう

な支援
しえん

であるので、当事者
とうじしゃ

同士
どうし

がサポート
さ ぽ ー と

しやすい環 境
かんきょう

を

整備
せいび

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【地域
ちいき

移行
いこう

に必 要
ひつよう

な就 学
しゅうがく

支援
しえん

】 

 在 学 中
ざいがくちゅう

もしくは就 職
しゅうしょく

直 後
ちょくご

に発 症
はっしょう

し、青
せい

年期
ねんき

を入 院
にゅういん

等
とう

の治 療
ちりょう

で過
す

ごさざるを得
え

なかった人
ひと

に、再 就 学
さいしゅうがく

を希望
きぼう

する人
ひと

への支援
しえん

の手
て

だても必 要
ひつよう

である。 

 若 年 発 症
じゃくねんはっしょう

で思春期
ししゅんき

に入 院
にゅういん

した人
ひと

には、特
とく

に就 学
しゅうがく

支援
しえん

の手
て

だて

が必 要
ひつよう

である。 

 

【地域
ちいき

移行
いこう

に必 要
ひつよう

な就 労
しゅうろう

支援
しえん

】 

 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の 多
おお

くが 将 来
しょうらい

働
はたら

きたいと 表 明
ひょうめい

している。地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行後
いこ うご

の 就 労
しゅうろう

支援
しえん

や合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

は 生 活
せいかつ

支援
しえん

と 同 様
どうよう

、

重 要
じゅうよう

な位置
い ち

を占
し

める。就 労
しゅうろう

を希望
きぼう

する精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

には、従 来
じゅうらい

の福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

に 限
かぎ

らず 企 業
きぎょう

や 働
はたら

く場
ば

での支援
しえん

の 強 化
きょうか

が必 要
ひつよう

である。 

 

【当事者
とうじしゃ

の主 体 性
しゅたいせい

の尊 重
そんちょう

】 

 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の 主 体 性
しゅたいせい

を 尊 重
そんちょう

することが 何
なに

よりも 重 要
じゅうよう

である。 

 十 分
じゅうぶん

な情 報
じょうほう

を提
てい

供
きょう

されたうえで、当事者
とうじしゃ

が自
みずか

ら選
えら

べることが

重 要
じゅうよう

である。 

 

 

 

Ⅲ．おわりに 

 

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の論 点
ろんてん

整理
せいり

で、「多
おお

くの社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を抱
かか

える
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精神科
せいしんか

病 棟
びょうとう

や、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

からの大規模
だい きぼ

な地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

めるためには、

特 別
とくべつ

なプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は必 要
ひつよう

か」、との課題
かだい

が投
な

げかけられているが、

まさに今後
こんご

、プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

を形 成
けいせい

必 要
ひつよう

があるか否
いな

かについての議論
ぎろん

が

必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 

さらに、地域
ちいき

での生 活
せいかつ

、就 労
しゅうろう

、地域
ちいき

医 療
いりょう

など、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

におい

て対 応
たいおう

すべき事項
じこう

が、数 多
かずおお

くあるといえる。従
したが

って、社 会
しゃかい

移行
いこう

を実 現
じつげん

するためのシステム
し す て む

として、住 宅
じゅうたく

、あるいは生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

などの問 題
もんだい

を示
しめ

してきたが、これらの事項
じこう

は 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

で 担
たん

保
ほ

される 必 要
ひつよう

があり、

各 作 業
かくさぎょう

部会
ぶかい

において、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

固有
こゆう

の問 題
もんだい

についての議論
ぎろん

が求
もと

め

られるところである。 

 

第
だい

２期
き

においては、 医 療
いりょう

を中 心
ちゅうしん

に 論 点
ろんてん

整理
せいり

を行うこととなるが、

地域
ちいき

医 療
いりょう

の領 域
りょういき

などでは、精 神
せいしん

医 療
いりょう

についても触
ふ

れる必 要
ひつよう

がある。

今後
こんご

、その他
た

に精 神
せいしん

医 療
いりょう

領 域
りょういき

の問 題
もんだい

についての議論
ぎろん

の必 要
ひつよう

が生
しょう

じた

場合
ばあい

には、推 進
すいしん

会議
かいぎ

（親
おや

会議
かいぎ

）や総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

本 体
ほんたい

において議論
ぎろん

する

べきである。 

 

 

 

 

 

付記
ふ き

 

 

1 月
がつ

25 日
にち

の部会
ぶかい

での 発 言
はつげん

および委員
いいん

から 提 出
ていしゅつ

文 書
ぶんしょ

に 示
しめ

された 主
おも

な

意見
いけん

 

 

・ 精 神
せいしん

病 院
びょういん

の可視化
か し か

、透 明 性
とうめいせい

が確保
かくほ

される医 療
いりょう

改 革
かいかく

を求
もと

める。 

一 般
いっぱん

市民
しみん

の目
め

から見
み

て 精 神
せいしん

医 療
いりょう

の 内 容
ないよう

が 不 明 瞭
ふめいりょう

で分
わ

かりにく

い。入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

にとって良
よ

い治 療
ちりょう

、重度化
じゅうどか

しない治 療
ちりょう

が行
おこな

われるよ
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うモニタリング
も に た り ん ぐ

のシステム
し す て む

並
なら

びに相 談
そうだん

支援
しえん

の制度化
せい どか

が提 案
ていあん

されてい

るが、その仕組
し く

みがよりよく機能
きのう

するよう、もう一歩
いっぽ

踏
ふ

み込
こ

んだ提 案
ていあん

を望
のぞ

む。 

 

・ 強 制
きょうせい

医 療
いりょう

、強 制
きょうせい

入 院
にゅういん

は前 提
ぜんてい

として犯 罪
はんざい

であるという認 識
にんしき

。す

でにノルウェ
の る う ぇ

ーでは精 神
せいしん

保健法
ほけんほう

廃止
はいし

に向
む

かって議論
ぎろん

が始
はじ

まっている。

これは政府
せいふ

の姿勢
しせい

としてもその方 向
ほうこう

ということであり、決
けっ

して精 神
せいしん

保健法
ほけんほう

廃止
はいし

が非現実的
ひげんじつてき

ということではない。 

 

・ 非自発的
ひじはつてき

入 院
にゅういん

については、障 害
しょうがい

があろうと他
ほか

のものと平 等
びょうどう

な手続
てつづ

きを求
もと

めることが重 要
じゅうよう

ではあるが、同時
どうじ

にその実 態
じったい

要 件
ようけん

も議論
ぎろん

する

必 要
ひつよう

があり、刑 法
けいほう

の緊
きん

急 避 難
きゅうひなん

の法理
ほうり

が適 用
てきよう

されるべきと考
かんが

える。

すなわちいかなる 適 正
てきせい

手続
てつづ

きも 犯 罪
はんざい

を正当化
せいとうか

し得
え

ないので違法性
いほうせい

阻 却
そきゃく

の論理
ろんり

しかない。 

 

・ 自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の負担
ふたん

問 題
もんだい

については、自己
じ こ

負担分
ふたんぶん

については０に

すべきではないか。 

また自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

を精 神
せいしん

病 院
びょういん

入 院
にゅういん

に使
つか

えるようにすべきか否
いな

か

も医 療
いりょう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

で検 討
けんとう

するよう求
もと

める。 

 

・ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

、難 病
なんびょう

、身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

によって医 療
いりょう

保険
ほけん

か

ら総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）への移行
いこう

となるので、財 源
ざいげん

の変 換
へんかん

が壁
かべ

とな

っており、どう医 療
いりょう

保険
ほけん

からの一 定
いってい

の基金
ききん

拠 出
きょしゅつ

を求
もと

めるか、につい

ても検 討
けんとう

の必 要
ひつよう

がある。 

 

・ 「座 長
ざちょう

」メモ
め も

は、何
なに

も精 神
せいしん

障 害
しょうがい

に関
かん

してだけではない。１期
き

は、

精 神
せいしん

障 害
しょうがい

の医 療
いりょう

について討議
とうぎ

したことは承 知
しょうち

しているが、２期
き

に

も「座 長
ざちょう

｣メモ
め も

で指摘
してき

するのか、工夫
くふう

が必 要
ひつよう

、また周 囲
しゅうい

に対
たい

して理解
りかい

を得
え

る方 策
ほうさく

も必 要
ひつよう

である。 


